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ら
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▶テーマ展示「大人も楽しもう！グリム・イソップ・アンデルセン」「ぼうけん・たんけんのお話」
▶絵本のよみきかせ会　毎週土曜日　午後２時から　
▶としょかんスタンプラリー　～ 7/27(日)
▶図書館利用の際には、マイバッグをお持ちください。
▶読みたい本が図書館にない場合は、リクエストサービスが利用できます。

あのねあのね
（内田麟太郎、303 BOOKS）

親切にしてくれたアリさ
んにお礼を言えず、もじ
もじしてしまったダンゴ
ムシたち。でもやさしい
春風が吹いて、みんなの
心や言葉の窓が開き…。
気持ちを伝えるのが苦手
な子どもたちに贈る絵本。

白い虹を投げる
（吉野万理子、Ｇakken）

同じ野球チームでがんばってい
た、ヤヤと葉央。ふたりはメール
を送り、たがいに励まし合う。
「キャッチボールクラシック」
という大会を知り、そこで再
会することを誓うが…。少年・
少女の友情ストーリー。

自動車期間工の本田昴は、２
年11カ月の寮生活を終えよう
としていた。最終日、同僚が
SUVブレイクショットのボルト
をひとつ車体の内部に落とす
のを目撃する。見過ごせば明
日からは自由の身だが…。

ゼロから始める自分史レシピ
新しい気づきへの旅
（奥井健二、かもがわ出版）

シニア層で静かなブームに
なっている「自分史」。朝日新
聞社で「朝日自分史」のスタッ
フとして約30冊を作りあげて
きた著者が、自分史の作り方
の一例として、「朝日自分史」
時代に培ったノウハウや工夫
したやり方を紹介する。

ブレイクショットの軌跡
（逢坂冬馬、早川書房）
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図書館だより
今月の新刊を紹介します。

問 タルイピアセンター　☎23-3746　FAX 23-3745
　 開館時間：午前10時～午後６時
　 休館日： 5/7(水）・12(月）・19(月）・26(月）・29(木)

紹介文：TRC MARC

R7.３月

利用者数と貸出冊数
入館者数
貸出冊数

6,384人
13,503冊

▶と　き／５月28日（水）　午前９時30分～ 11時30分
▶ところ／いぶき苑別館　花ホール
▶定　員／25人（先着順）
▶参加費／200円（運営協力費）

垂井町認知症カフェ　
メモリーカフェいぶきっさ

物忘れが気になる人や認知症の人、その
家族、地域のみなさんと交流しませんか。
お茶を飲みながら、楽しい時間を過ごし
ましょう。

申・問 特別養護老人ホームいぶき苑別館　☎22-5211

申・問 盲養護老人ホーム　優・悠・邑　和　☎22-3780

認知症の人、その家族、そして地域の人たちがいつでも
相談でき、自分たちの思いを伝えられる時間を過ごしま
せんか。どなたでも参加できます。
▶と　き／５月13日（火）
　　　　　午前10時～ 11時
▶内　容／歯科衛生士視点から認知症の理解、予防
▶ところ／優・悠・邑　和　研修室
▶定　員／15人
▶参加費／100円

４月から開催
認知症カフェ　なごみ

噛む力を維持していると、栄養吸収がよいだけでなく、
脳の活性化、体力の向上などに繋がります。

しっかり噛んで介護予防

申・問 地域包括支援センター　☎22-7505

自分の年齢・体力にあったコースを選び、自分のペース
で安心して介護予防に取り組みます。

▶と　き／午前10時15分～11時45分
▶ところ／生きがいセンター
▶対　象／町内在住の65歳以上
▶定　員／各コース12人
▶参加費／無料
▶申込期間／５月12日（月）～ 30日（金）
▶申込方法／健康福祉課　窓口で受付を行います。
　※年間日程表は申込時に配布します。

６月からスタート
あおぞら塾

コース（曜日）

月

金

水１

水２

34回
（月4回）

20回
（月２回）

イスに座った活動
（目安：80歳以上）

立位
＋

イスに座った活動
（目安：80歳未満）

年間回数 活動レベル

しっかり噛む

予防の
POINT

いろいろな食材が
食べられ栄養バラ
ンスが摂れる

唾液の分泌が消化
を助け病気を防ぐ

唾液中の酵素のはたらきでおいしさを味わえる

・脳が活性化される
・運動機能が向上する
・表情がいきいきとし、言葉も明瞭に
・心が安らぎ生きる意欲も向上

・噛む回数を増やして唾液の分泌を促進
・こまめな水分補給
・室内の温度や湿度に気を付ける
・定期的な歯科検診

広報たるい　2025.５ 16広報たるい　2025.５17

地域包括支援センター問 健康福祉課　高齢福祉係　☎22-7504
　 地域包括支援センター　　☎22-7505


